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海外における取組概要まとめ
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英国（イングランド）

Social prescribingに関する取組

取組の
経緯

• 2000年代にかかりつけ医（GP）等の業務がひっ迫していたことをきっかけに、業務ひっ迫の解消及び受診理由の約70%を占めて
いた社会的課題（経済的課題、社会的孤立等）の解決を目的に、かかりつけ医等が自主的に患者へ社会的資源（法律相談、住居支
援、コミュニティ参加等）への紹介を開始し、Social prescribingの元となる動きが始まった。

• 2015年より英国政府はSocial prescribingへの資金投入を開始し、同時に医学教育においても全国44の医学部においてSocial 

prescribingに関するカリキュラムが追加された。
• 2019年には英国政府による取組が正式に開始された。背景には、高齢化や労働人口の減少により新しい医療の提供体制として

パーソナライズド・ケアが推奨されたことや、孤独・孤立を抱える患者に対する過剰医療・過剰処方の課題が顕在化し、政策的な
介入が必須となったことがあった。

対象者 • 社会的課題（住居、生活費、孤独、孤立等）を抱える患者

資金源 • 政府のSocial prescribing用の予算

リンク
ワーカー

• リンクワーカーは、地域の文化・言語・資源に精通している人であれば、誰でもなる
ことができ、資格や専門性は不問である。

• リンクワーカー雇用のための費用は政府のsocial prescribing用の予算で賄われ、プラ
イマリケア診療所から直接雇用される場合と、NHSの地域ボランティア組織等への
委託による地域経由の雇用の２通りで雇用される。

• リンクワーカーが雇用されると各地域にて全国統一のコンピテンシー・フレーム
ワークに沿って教育され、主に動機づけ面接とヘルスケアコーチングのスキル獲得の
ための訓練を受ける。

• 2023年７月に政府は長期目標として、現在の4000人から9000人のリンクワーカー
へ採用人数を増やすことを発表した。

個別化ケアにおけるSocial prescribingの重要要素
（出典：NHS England ウェブサイト）

参照情報：Personalized Care, NHS England ウェブサイト;英国イングランドSocial prescribing有識者ヒアリング記録（2023年12月実施）
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カナダ

Social prescribingに関する取組

取組の
経緯

• 2018年にカナダ政府Health and Wellbeing Grantによる18ヵ月の助成金を元に、Alliance for Healthier Community主催の
Social prescribingのパイロット実証が開始された。パイロット実証では、英国よりSocial prescribingの専門家を招聘し、ワーク
ショップの開催や現地での訓練が実施された。以後、健康の社会的要因や健康格差の是正を目的にsocial prescribingが実施されてい
る。

• 各地でSocial prescribingの取組が進められているが、政府主導によるSocial prescribingの取組は実施されてない。（2023年時点）
【プロジェクト事例（抜粋）】

• Park Prescriptions （PaRx）（全国規模）
• Alliance for Healthier Communities +Links2Welbeing Project（州規模）

対象者 • 社会的健康の支援を十分に受けられていない有色人種、先住民、障害者等

資金源
• 個人投資家やNPO等チャリティー団体からの資金援助が中心で、一部、州政府からの資金支援もある。
• 政府として国全体での予算拠出はされていない。

リンク
ワーカー
（ナビゲー
ター）

• 看護師、ソーシャルワーカー、アウトリーチワーカー、
ヘルスプロモーター、地域ケア専門員等が従事している。

• プロジェクトの予算の状況により有償となるケース、も
しくはボランティアによる活動となるケースがある。

• 医療従事者から直接社会資源を紹介される場合もあり、
必ずしもリンクワーカーを介した資源の紹介ではない。

Social prescribingのプロセス

（出典：Canadian Institute for social prescribing ウェブサイト）

参照情報：カナダSocial prescribing有識者ヒアリング記録に基づく（2023年12月実施）
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シンガポール

Social prescribingに関する取組

取組の
経緯

• 90年代後半から2000年代にかけてSingHealthは医療の統合を目指し、多くのプログラムを開発がされた。
• 2007年、2008年から2009年にかけて、SingHealthにおいて「トランジショナル・ホーム・ケア」と呼ばれる病院から在宅へ

の移行プログラムが立ち上がり、病院周辺で社会的ケアを提供する組織と共に、在宅への移行プログラムを計画するようになり、
この活動がSocial prescribing の原型となった。

• 2019年頃にSingHealthの関係者が英国よりSocial prescribing の理論と実践をしり、これまでの実践をSocial prescribingとし
て呼ぶようになった。

対象者 • 健康の社会的決定要因について課題がある患者

資金源 • SingHealth Community Hospital で調達される資金を元に運用されている。

リンク
ワーカー
（ウェルビー
イングコー
ディネー
ター）

• 非医療職で、対人援助や地域支援に興味関心がある者が従
事している。

• 5日間の基礎コースに参加し、その後職場ベースでの学習
とSingHealthによるOJTを受ける。

• 政府や慈善団体から提供される資金によって雇用される。

Social prescribingのプロセス
（出典：Lee et al. (2023) Implementation of social prescribing: lessons learnt from 
contextualising an intervention in a community hospital in Singapore. ）

参照情報：シンガポール SingHealth所属Social prescribing有識者ヒアリング記録に基づく（2024年1月実施）


